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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   平成２９年１２月１２日（火） 

午 後  １時３０分  開 会 

午 後  ３時０２分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  西 村 盛 男   副委員長  春 日 洋 子 

委  員  堀   光 雄   委  員  舩 見 亮 悦 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

副 議 長  太 田 博 之 

 

４．傍 聴 者                      

 

５．事務局職員   局  長  田 島 一 雄   係  長  中 村 容 三  

主  査  髙 橋 涼 平   主  事  浪 岡 光 平 

 

６．説 明 員   副 市 長                  米 田 光一郎 

経済部長                  山 本   優 

参事兼産業政策課長             小 泉 厚 子 

産業政策課長補佐              石 坂 知 也 

産業政策課商業振興課長           柿 崎 竜 平 

建設部長                  高 橋 常 幸 

都市整備課長                沼 辺 慎 也 

都市整備課課長補佐             角   貴 浩 

都市整備課課長補佐             和 田 義 幸 

参事兼建築住宅課長             工 藤 雅 則 

 

７．案  件    

（１）主要地方道三沢十和田線のアーケード撤去について 

（２）三沢市の都市計画概要について 

 

８．会議概要 

西村委員長：お疲れ様です。お忙しいところ御出席いただきまして、ありがとうございま

す。 

 それでは会議に入る前に委員の皆様にお諮りをいたします。 
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 傍聴の申し出がありますが、これを許可してよろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：はい。それでは、傍聴を許可いたします。 

 定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の案件は、主要地方道三沢十和田線のアーケード撤去について、三沢市の都市計画

概要についての２項目でございます。 

 それでは、１件ごとに調査してまいりたいと思います。 

 まず、１件目の主要地方道三沢十和田線のアーケード撤去についてであります。執行部

の説明をお願いいたします。 

小泉参事兼産業政策課長：それでは、案件の１件目、主要地方道三沢十和田線のアーケー

ド撤去について御説明いたします。 

 お配りしております産業建設常任委員会資料（１）主要地方道三沢十和田線のアーケー

ド撤去についてを御参照願います。 

 初めに、アーケードの概要、そしてこれまでの経緯につきまして、御説明いたします。

主要地方道三沢十和田線に設置しておりますアーケードにつきましては、昭和５１年から

５２年にかけて建設されたものであり、設置から既に４０年が経過し、老朽化が顕著と

なっていたことから、平成２６年度経済産業省の補助金を活用し、撤去に向けた取り組み

を進めておりましたが、残念ながら不採択となった経緯がございます。しかしながら、で

きるだけ早い時期にアーケードを撤去したいとの方針に変わりはないことから、引き続き

大町銀座商店会などと協議してまいりましたところ、商店会の皆様からアーケードに設置

されている照明・設備については、雨天時、雨漏りの影響により漏電防止機能が破断し、

全ての照明が消え、商店街全体が真っ暗な状況になるなど深刻な状況となっていることか

ら、安全・安心な歩道整備の観点からも、照明器具の設置については先行、並行して検討

していただきたいとの要望をいただいたところです。 

 このため、市といたしましては、安全・安心を確保するため、雨天時において頻繁に消

える照明設備は早急に改善する必要があると判断し、昨年度、仮設ではございますが、新

たな照明器具を設置したところであります。 

 次に、今後の方針でございますが、老朽化に伴う危険性を回避するためにも、できるだ

け早い時期に工事を実施したいという意向に変わりはございませんので、引き続き、国の

補助金活用の可能性を検討してまいりたいと考えており、また平成３０年度アーケードの

現状や撤去する際に、どのような問題があるのかを具体的に把握するため、アーケード撤

去及び街路灯設置に係る調査事業を実施したいと考えております。 

 以上でございます。 

西村委員長：ありがとうございました。 

 ただいまの執行部の説明に対して、委員の皆様から御意見、御質問等ございますでしょ

うか。 

 堀委員。 

堀委員：今の経緯について説明、２６年に経済産業省、この不採択になった理由というの
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はどういったところでしょうか。 

小泉参事兼産業政策課長：確認しましたところ、その理由についてはお答えできないとの

回答を得ています。産業経済省のほうから、不採択になった理由は答えられないと、そう

いうことでありました。 

堀委員：理由はないということは、補助金がないということだと、はっきり言えばいいと

思うのですけれども、これからも補助金というのはなかなか厳しい部分かなと思いますけ

ど、老朽化はしているということですので、どうしてもこれ撤去しないとならないと思い

ますけれども。積算してみないと金額というのはわからないと思いますけれども、おおよ

そどのぐらいかかるのかというのがわかれば教えてください。 

小泉参事兼産業政策課長：２７年度末の時点での、今はもう変わっているかもしれません

けれども、その時点では撤去及び街路灯の設置含めて、約３億円ぐらいかかります。 

 以上でございます。 

堀委員：補助金があれば１番いいのですけれども、私、聞いたのは、そんなに金額かから

なかったら照明も一緒に設置できればいいかなというふうに思ったと言いましたよね。こ

れは答弁いりません。 

西村委員長：そのほか、ございますでしょうか。 

 舩見委員。 

舩見委員：今、堀さんのほうからもあったけれども、当時、予算がつくだろうといういこ

とで、商店会のほうにも役所のほうが説明。当時、撤去するかしないか、しないほうがい

いという意見も、中にはあったわけですよね。いわゆる、この雪の対策も考えて。今、ど

うしても、そういういろいろな影響の中で、いろいろな議論の中で１年ぐらいかけて撤去

をするということで、皆、意見がまとまったと。そういう中で、たしか当時は２億円とい

う補助金を申請したはずです。それが、進むのかなと思っていたら、今言ったように３億

円、いわゆる補助金がつかなかったということで、今、ここの流れなのですが。これは、

あそこは県道なわけですよね。いわゆる主要道ということで、こっち側は三沢市のアメリ

カ村開発に当たっては、歩道部分は三沢市のほうの部分と、県道の部分と、確かに分かれ

て、そういう中での中心市街地活性化法に基づいた開発をしたわけですよね。当時、やは

り流れとしては、どうしても車社会の中で、やはり一方通行というのは、どうしても不便

だ。そういう中で議論された流れで今に至っているわけですけれども、これは県道という

中に今、アーケードをたてている、県のほうとも、このアーケード撤去に関してのやりと

りというのはあったのでしょうか。 

小泉参事兼産業政策課長：まだ県とのそういう検討というのですか、そういうのはまだし

ておりません。 

舩見委員：これは、御存じのとおり、御存じではないのかもしれませんが、我々の親の代

にあれを、この当時はアーケードが必要だというので、多分、商工会が主体になりなが

ら、あの地区に四つの商店会があって、商店会が、いわゆる通称アーケード組合、振興事

業協同組合を結成してアーケードをつくりにかかったわけですよね。流れの中で、いわゆ

る国の補助金が使えるというのがわかって、結果的に補助金を活用するという流れの中

で、組合員がつくって（音声不良）をした形になっている。だから市の持ち物であり、商
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工会があれを管理する、そしてアーケード組合という、一応、商店街振興事業共同組合が

管理しながらずっと来たのですが、アメリカ村開発に当たって、今二つの商店会、先ほど

は説明があった大町と銀座商店会でそれをやっているのですが、なかなか管理の方法も難

しくて、ここにさしかけているとおり、かなりもう傷んでいるわけですね。 

 今、始まったことではなくて、もう大分前からも、１５年以上前から漏電して、雨が降

ると、もうアーケード全部が真っ暗になった時代があって、そういう中で行政のほうと話

をしながら商工会の中で進めてきて、ようやく２８年度から外灯という形で、あれもまだ

まだ本来、商店街ではまだ暗いわけですので、そういう中でアーケード撤去、これではど

うなのですか、これ今の説明では撤去するかしないかということをこれから研究するとい

うことなのですか。 

小泉参事兼産業政策課長：アーケードのまず老朽、どれくらい老朽化しているのかとか、

例えばあとアーケードに接している建物の状況とかありますので、その辺をどのように

なっているのかというのを調査したいという考えであります。 

舩見委員：当時、撤去するということで、そういうことを含めて、いろいろ話し合いが

あったのです。とったのはいいけれども、どうも目がぱっとしないと。商店街としては格

好がつかないと。まして店舗の位置はあるのだけれども、開いている店が少なくて、いわ

ゆるシャッター通りになっているわけですよね。そういうことを含めて、これから考えて

いくのかもしれませんけれども、多分にあれは市との契約書があるはずなのです。いわゆ

る、アーケードをつくるときに壁面を貸すという形のものなはずです。そういうことを含

めて、やはりこれにかかる時点では、店を持っているけれども、空き店舗にしている人、

そのままになるはずなのです。そういうことを含めると、私も前々、この件に関しては一

般質問等でも話をしてきた、前の話ではない、これ全く進んでいない。いわゆる、このア

メリカ村開発に当たっての前の段階での私の一般質問のあれ見るとわかるかと思います

が、あれはやはり少なくても一方通行解除するべきだと。だから県とも話しながらやって

いくべきだという話で、進んで、具体的に私はそこの位置にいる者としては、どうもその

一方通行解除するには、今こっちから、ゲート側から駅のほうに向かった場合、右折レー

ンの問題がある。要するに道路狭いところがある。これは難しいという話だったり、いろ

いろなものを検討し、また具体的に道路を管理する県の警察のほうと話しながら現在に

至っているので、これをやるに当たっては、やはりその辺を、将来の三沢の中心地ですよ

ね。そこのところを十分考慮した上でやっていかないと、いわばその中心市街地活性化法

というの、本来はああいうところ全部をやるというのだけれども、たまたま今のアメリカ

村開発は都市計画というか、それまで入れたものだから事業規模も大きくなったし時間も

かかった。いろいろな問題点もいっぱいでてきて、かなりあそこに住んでいる、今の開発

した場所ばかりではなくて、商工会を中心にしたいろいろな資金調達等がその後も来たり

して、かなり苦労して現在に至っているわけです。そういうところの部分を考えながら、

県としてはものをつくって、やはり今住んでいる環境の、あのエリアのことばかりではな

くて、いろいろなところにはっきりする問題です。 

 強いて言えば、いわゆる３０メーター道路からの、あそこはもう大型車両が通れなかっ

た道路だったのですが、そこも市のほうで整備したし、さらには県道としての野辺地、度
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忘れしたけども、あれも本来、拡幅するという県の計画の中で三沢も考えていったはずな

のです。三沢でやったけれども、県のあそこの、道路が広がらないわけです、まだ。なか

なか。だからそういうことで、なかなか計画はするのだけれども、何十年もかかるという

のは行政の仕事だと言ってしまえばそうかもしれませんけれども、やはり少なくても、き

のうのニュースか、きょうの新聞か、いわゆる東京オリンピックに関連しての補整という

かバリアフリーのまちづくりの中で１番はやはり道路等の整備というのは先に出てくるわ

けです。アメリカ村の周辺はそういうふうな形になった。雪もロードヒーティング入れて

溶けるようになったけれども、つながっているところが、全くその先がだめであれば意味

がないことになるのです。一番街からアメリカ村の商店街までいいけれども、その先が続

いていないということは、やはり問題が大きいのではないかなと。 

 ぜひ、そういうことも含めた上で、少なくても店舗をどうのこうのというよりも道路の

整備として、道路がきちんと整備されることによって車の流れもよくなるし、新しいその

開発というのが店舗ばかりではなくて、住む環境、そのものがよくなれば、そこに何かが

できるわけです。ですから、私も前、いろいろな形で、できたら公共施設が核としてなる

ようなものがほしいという話を何度もしてきたつもりですけれども、なかなか進んでいな

いのが現状で、そこの部分を含めながら、ぜひこの検討することについては、かなり突っ

込んでいい形のものにしてほしいなというふうに希望しておりますので、この写真見て

も、写真よりもすごいですよ、我々のもっと見て、本当に漏電で危ないというときはいっ

ぱいあったわけですから。今はそれを切って、別の線引いて、今、外灯という形でやって

いますけれども、これから今、まだまだ４時半といっても暗くなるので、そういうことも

含めながら、そういう現状のことも考えた、そして将来にどういうふうにしていくのかと

いうことの流れができるように、その調査、研究、そして実施計画つくってほしいなと、

そういうふうに思います。 

 一言、副市長のほうがいいのか、部長がいいのか、部長ですね。 

山本経済部長：今、アーケード撤去に限らず一方通行の双方向の（音声不良）、活性化で

あったり、こういうことを、全体の話ということで、ハード面でアーケードが撤去され、

街路灯が付いたとしても、当然のことながら地元としての賑わい、それだけはつながらな

い、地域の方々と一緒にやって、ソフト面での取り組みも必要になるもというふうに考え

ておりますし、実際に商工会でも賑わいづくり検討委員会というのを設置して、その中で

いろいろな議論が出ているわけでございます。その中で例えば（音声不良）についても実

施しようという話しになって、いろいろな取り組みが行われています。ですから、今後も

そういうものを、アーケードの撤去ももちろん重要なことですので、これを一つの論点に

しながら、最終的にはこの撤去したらという形で賑わいづくりを進めていくのかと、話し

合いながら進めていきたいと考えています。 

舩見委員：ぜひ、そういうことを総合的に考えてほしいと思います。何度も言うような形

になると思いますが、ぜひ、いわゆるまちの顔というのをつくるためには、やはりその地

域に住んでいる者というか、地権者の協力というのか、そういうのがないと、なかなか行

政だけではできないと思いますので、そこも大分、地権者も少しずつ変わっています。や

はり、そういうふうな人たちは、将来、何かを期待しながら、多分、土地も買っているの
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だと思います。空き地に今なっているところ、どうも営業地権変わっているわけでありま

す。ですから、やはり勢いをつけるためにも、速やかに調査して、計画を少し早めに発表

すると、そういうことによって、かなり動きが出てくるような、期待できるわけですか

ら、ぜひ将来の、いわゆる２０年後、３０年後の三沢の形を想像しながら、やはりそうい

うのが一歩でも早く進むような形で検討していただきたいと、お願いしておきます。 

西村委員長：そのほか、ございますでしょうか。 

 春日委員。 

春日委員：これまでの経緯の中で、先ほど御説明いただきましたけれども、この経済産業

省、２６年８月１５日に補助事業を応募されたということでありましたけれども、１０月

１日に不採択ということありました。このことについてですけれども、これから調査をし

たいということの、先ほどお答えがありましたけれども、この２６年に補助事業へ応募す

る際は、どのような調査をして応募をされたのか、初めにそちらのところをお聞きしたい

と思います。 

山本経済部長：その当時、担当課長でしたので、私のほうから話をさせていただきます。 

 経済産業省の、この補助事業と言いますのは、商店会であったり、商工会が直接申請で

きるということで、事業主体がそういう民間でございました。それで、それがやる際にど

れぐらいかかるだろうかということで建設業協会のほうに依頼をして、そして大体の見積

もりをとっています。それで、申請したという経緯がございます。 

春日委員：ありがとうございます。 

 そうしますと、市のころからの方向性ですけれども、将来にわたってなのですけれど

も、このアーケード撤去ということの部分でお聞きしたいのですけれども、どこまでも、

この国の補助事業、こちらを活用して、もちろん市の財政状況、それはもちろん理想では

ありますけれども、一環してその方向で、この補助事業の補助金を得られなければできな

い、それ得ることをまず第一義に進めていきたい、そういうお考えでしょうか。 

山本経済部長：当時も、これ不採択になった際に、最終的に補助事業が得られなかったら

どうなるのだという話の際にも、もし補助事業が採択にならない場合は、最終的にはやは

り安全性を考えて、単独事業としても進めることを考えますというのが回答として出して

いるところです。ただ、まだ、今その時期ではないと考えておりますのと同時に、このと

きには、２６年には、先ほど課長のほうから説明申し上げましたように、経済産業省とし

ては回答は申し上げられません、ただし補正予算、それから次の当初予算等も見ていてく

ださいと、場合によってはつくかもしれませんのでという話でございました。それで、そ

れが２７年度までの状況でございます。これは、もうあの事業自体はなくなったなという

ことで、その後、ほかの関係機関等とも、２８年度以降、交渉をしておりまして、その中

である程度の条件が整えば、補助事業の対象になってくるのではないのかなというような

感触もいただいておりますので、今、そういうことから、この調査、それと同時に実施設

計、これを補助事業に耐えられるような形で、今進めようということになったところでも

ございます。まだ、そういう段階でございますが、以上。 

春日委員：少し首をかしげたくなるような思いをいたします。正直に申し上げますと。こ

の概要ですけれども、老朽化が著しく、歩行者の安全・安心の確保に支障をきたしてい
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る、ここでこのようにうたっていて、その時期ではないということは、どうかなというふ

うに思っておりまして、やはりもう４０年を経過してということでありますと、現状か

ら、これから私たちの、この日本は自然災害が多い、さまざまなこの想定する中で、老朽

化がもうどんどん進んでいくのではないかと。万が一にも歩行者に何かが、事故が起きた

ときは、どのようなことになるのだろうというふうに、一瞬、頭に浮かびましたときに、

その時期ではないということは当てはまらないのではないかということも思うと同時に、

ちょっと申しわけないですが、そんな思いを率直に感じました。 

 それでまた、先ほどの課長の御説明では、２７年末では約３億円かかる見込みというこ

とでありました。この金額が、もちろん小さい金額ではないものの、今このアーケード内

の写真、この距離を見てまいりましたけれども、３億円、単年度に一気にということだと

大変だということは承知の上ですけれども、ぜひ一気にではなくても計画的に、西側、東

側とか、それがよろしいかどうかは私は素人ですから。ただ一気にそういう予算を措置す

るには厳しいのであれば、やると決めて計画的に進めていく。国の補助事業はもちろん望

ましいのですけれども、ただそれが何年かかるかということは、あくまでも国の補助事業

云々ということであれば、市としては、そういうことの責任を持った取り組みはすべきで

はないかと。判断をしっかりするべきではないかというふうに、私は考えますけれども、

その点についてはいかがでしょうか。 

山本経済部長：先ほど申し上げましたように、時期ではないというのは、ちょっと、でき

るだけ早く撤去したいと。それも単独費ではなくて、補助事業に乗った形で、やはりやれ

るのが、市民にとっての負担が少ないわけですから、そういう方向に向けたいということ

で、今、関係機関とも協議して、その中で、まず実際の状況がどうなのか、これをはっき

り見極め、そして補助事業に乗れるような形にできるのかどうかというのを今、実際に調

査すると。調査して設計するということで考えておりますので、これが終われば、ある程

度結果が出てまいりますので、次の対応というのがすぐできるのかなというふうに考えて

おります。 

春日委員：ありがとうございました。承知しました。 

 そうしますと、その調査機関ですけれども、市としては、これから調査をするに当たっ

ては、どれぐらいの期間を必要というふうに考えておりますでしょうか。そしてまたあわ

せて、調査の段階で、ここはひどいという、ちょっと安全面で心配だということが出てく

るかもしれません。その辺の部分のところの対応というのはどのようになさるか。その点

についてお聞かせください。 

小泉参事兼産業政策課長：調査は来年度、もし予算等がつきましたら、来年度早急に進め

たいと考えております。その後に現状を、どのようになるのかというのをやはりはっきり

させないとわかりませんので、それも進めながら行きたいと思っておりますので、その後

となりますと、時期的にはちょっと難しいですが、１年、２年ぐらいはかかるのかなと、

今のところは想定しております。 

 ごめんなさい。もう一つありました。済みません。 

 途中で、例えば危ない箇所とかがありましたら、そこのところは修復しながら進めてま

いります。 
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 以上です。 

春日委員：ありがとうございました。非常に、ちょっと先が長い。もちろん、調査という

ものは綿密にしなくてはならないことは思うわけですけれども、ここまで大変な状況であ

るということを考えますと、さまざまな、もちろん、私が申し上げるまでもありませんけ

れども、総力挙げて、まずは景観はもちろん、心が痛みます。あちらを通るたびに。次へ

のアメリカ村に進むに当たって、非常にこれから駅前広場の複合施設等々、完成を目指し

て、駅前から降りてきたときに、あの場にいたときに、どれほどの、私たちも日々通って

いても心が痛む場所でありますし、観光客にとっても残念な場所になるなということを思

いつつ、ともかくもう安全面、市民の皆様の安全面が第一ということで、総力を挙げて、

よりよい改善を目指していただきたいということを思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

西村委員長：では、堤委員、どうぞ。 

堤委員：経済産業省の補助をもらってという話しだけれども、ざくっと聞いて経済産業省

とか、そういうふうな建設省というのは、生産性があるとか、こうすればまちづくりがで

きて活性化がなるとか、そういうたぐいのテーマであれば補助金というのがあるのだけれ

ども、今、撤去するための補助金って、どんな理由で国にかけあっているのですか。 

小泉参事兼産業政策課長：最後に街路灯の整備というのが目標でありますので、そのため

にアーケードを撤去して、街路灯にしていくという位置づけにしております。 

堤委員：三沢市民である私たちが聞いても、ちょっと苦しそうだなというふうに感じま

す。つくるときは、これはつくれば三沢市の商店街が大いに発展して、三沢市の活性化な

ると言いながらも、時とともに、こういうふうな苦しい言い分けのもとに撤去しなけれ

ば、反対と正反対のあれを国にお願いしながら補助金をもらってと。少しは部長の顔色を

見ていると、つきそうだというふうな感じたから、あれですけれども。もし、それがだ

め、今まで４年かかっているわけだから、まず、今、舩見さん言うように、例えば危ない

というのだから、漏電して、それこそ電気見えないから、ぴっとやったら市民が大けがし

たり、命にかかわるなんてことになったら大変なことで。どこが責任がとるかと言った

ら、あれは市の財産、やはり急がなくてはならない問題ではないかなと。今まで４年か

かっていて、うまくいっても、あと五、六年かかると思うけど。トータルで１０年かかる

ような感じなんだよね。であれば、まちの本当の活性化というか、商店街の振興というの

は、本当に一緒に考えていく、撤去の今問題であるならば、もう４年の中で当然積算をし

たり、老朽度合いとか危険度合いというのは、その照明つける当たりから、当然そんなの

わかりきっている話しではないかなと、市のほうでは思うのです。だから、ここに説明資

料の説明にあるように、理由ならば、あの３億円と言っては大変だではなくて、それを分

割して、とりあえずもう、国の補助を待っても、近い将来に確実になるのであればいいけ

れども、これもまた二、三年運動していって、そして調査をして、予算化して、実行なん

て言ったら、相当な年数がこれから予想されるのです。ですから、本当に商工会も商店街

も地元も、であるならば、その一気にではなくて、今春日さんも言ったけれども、やはり

年次別にこうやっていって、これはもうやらなくてはならないというふうなことを書いて
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あるのだから、いつまでものったり、のったり、こうやっているのは時代にそぐわないと

思う。 

 舩見さんの意見は、ほとんど賛成だけれども、ただ一つだけ気にかかったのは、将来的

に中心地になるという一説があったけれども、私は今までは中心地だった、三沢は。だけ

れども、将来的にはわからない。十年後、二十年後というふうな流れになるかわからない

けれども、その辺はちょっと疑問だけれども、やると市で、もうそういう方向性にあるの

であれば、もっとスピーディにやることを考えなくては、いつも国だとか何とかでストッ

プしているような答弁だと、我々は納得しませんよ。そういう話しだけで、それだけが理

由であれば。やる気になったら、何かの方便で年次別に工事を区別して、それでもやるん

のだというふうなことでないと、いつもの答弁、質問の繰り返しだと、時間がもったいな

いと思うので、それについてどう思っているのか。 

山本経済部長：年度、指し示せないのが、ちょっとこちらとしても残念なところなのです

が、先ほども申し上げましたように、来年、調査、そして設計をやり、それに基づいて補

助事業に乗るのかどうか、乗らなければ当然のことながらも単費になりますし、補助事業

に乗るのであれば、それに基づいてやっていく。ですから、先ほど言ったように、十年も

というのは、私たちは考えておりませんので、少なくてもここ三、四年で進めたいという

考えでおりますので、御理解いただきたいと思います。 

堤委員：これから三、四年でも、今までの４年があるのです。だから、決して早いペース

ではないし、三、四年でやはりそれだけの決意持って、やってもらいたい。そうれなけれ

ば、いつも同じようなアーケードの問題の、繰り返し繰り返しなっては、時間がもったい

ない。やるべきところは、もう市上げて取り組むべきだと思います。 

西村委員長：馬場委員。 

馬場委員：今、建設部長がいたからちょっと聞くけれども、技術的なことですから。ほと

んど壊すときは撤去ですから、壊すときは鉄筋コンクリだとか鉄筋とかそういうのはとっ

て売ったりなんかして、これは多分、こう見たら鉄骨がほとんどでしょう。遅くなれば、

これ使えるか使えないかわかりません。現在、今、撤去するか壊して、一般的にはどうか

わかりませんけれども、今だったら壊して高く売れるか、あと十年やったらただになる、

そういうどうせ使えるのか、これ壊したらもう投げるのか、それとも鉄筋みたいにああ

やって使っているのだから、ぜひそれを、かなりの金になっていくでしょう、鉄筋は。鉄

骨だから溶かしてやるとか、いろいろな方法があるかもしれないし、ないかもわからない

から、ちょっとあなたがいたから、そうすれば早くすれば売って、何ぼでも足しにする、

ほとんど鉄骨でしょう、あれ。早くなければだめだなと思ってました。 

西村委員長：建設部長。 

高橋建設部長：ただいまの質問にお答えします。現在のアーケードはほとんどが鉄骨で製

作していると思います。その当時の鉄骨ですので、多分、今の規格とはあわないような規

格のものがほとんどだと思っておりますので、そのまま再利用というのは不可能ではない

のかなというふうに考えております。その場合は、全てスクラップということになるんで

すけれども、スクラップの価格に関しまして、日本の国内需要とか、世界の需要、中国で

需要があれば、輸出するような形で、価格も上がりますし、日本で需要がなければ、価格
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も必然的に下がって、そこから解体して運び出すほうがお金がかかって、やはり売るとい

うことよりも解体費用のほうが余計かかるというふうなことがありますので、その時々の

状況によりまして、価格、それから費用とか大きく変わってくるかと。その当時使ってい

る材料なのですけれども、全体的にどういうふうなものが入っているかわからないのです

けれども、ものによっては、例えばアスベストとかは入っていないとは思っておりますけ

れども、そういうものが入っていれば、それだけの解体費用がまた上乗せということにな

りますし、安全対策が必要になりますので、一概にスクラップ代が出てくるという風には

考えております。 

舩見委員：多分、皆さん知っているとおり、さっきの図を見ると、補助でやった関係で、

あれ岩国もそうだし、それからデザインが同じなのです。車がぶつかったって一つ曲がら

ないような鉄骨です、あれ。ものすごい北朝鮮のあれが飛んできても、あの下にいれば大

丈夫だという感じぐらいの、あれ、相当値段かかるからね、今、建設部長が言っているけ

れども、相当高く売れてくと思うから、アスベストなんかは、我々中、ときどき天上が落

ちたり何かして、中から見えるのだけれども、コンパネ程度のものが入っている程度で、

かなり鉄骨、それは馬場さんの答弁みたいな形になって、あまり心配しなくても、相当高

く売れるのだろうと。 

 この２６年に経産省に応募したときには、そういうことを含めて調査していたと思うの

です、それなりに。我々とやりとりの中で、このくらい金かかると。そうすると、こうい

う形で補助金が出ると。だから、私は今言うように、二年、三年の話、来年でもできるの

ではないかなと思うのです。その調査の結果が出るのは。ぜひ、そういうときの資料等を

参考にしながら、１日も早く計画を立てて、３年くらいで完成させましょう。これはお願

い、うんと副市長が言ってくれれば、それで一件落着だから、お願いします。 

西村委員長：副市長。 

米田副市長：堤委員と春日委員と舩見委員から出たものに対しての回答に補足する形で御

説明申し上げたいと思います。 

 まず、経済産業省の補助ですけれども、これ当時の担当、現部長が非常に自信を持って

おりまして、１回予算までついております。ただ、その後、その事業にかかる全国の予算

がシュリンクして、小さくなりまして、三沢分がはじかれたという経緯がございます。 

 今般、防衛のほうに、経済産業省がだめであれば、今後も交渉しても見通しが暗いので

あれば、防衛のほうに乗り換えようということで、仙台局の企画部長さんと、この件につ

いてお話しております。おおむね、我々は３１年の新規採択ということで、内々の話しで

すけれども、非常に可能性のある回答でございました。ただ、その後、担当のほうから、

民地のほうに柱がたっていて、それの取り扱いに対して設計がちょっと甘いのではないか

ということがありましたので、その調査を今般してみたいと考えております。それも含め

て調査をしてみたいと。できれば３１年、だめでしたが、３２年の新規採択をとりつけた

いと考えております。 

 それと、一方通行の件につきまして、県の県土整備部と地域連携部、二人の部長さんが

三沢市にやって来まして、うちの建設部長と政策部長と私の５人でさまざま議論しており

ます。その中で、一方通行に焦点を絞った話でしたが、県道の再整備ということも、こち
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らから申し入れております。ただ再整備にかんしましては、あそこは県の都市計画決定を

持って執行したと。全て事業終了しているのに、また再整備となると、都市計画決定やり

直さなければならないと。それだけの交通量があるかどうか。さらには県の事業としてや

る必要があるかどうか等の議論がかなり内部で煮詰めなくてはならないので、現時点では

再整備は難しいという回答でございました。 

 以上でございます。 

西村委員長：そのほか、ございますでしょうか。 

 堤委員。 

堤委員：今の相互交通のあれは、その説明で、市はもう今後、運動しないということです

か。事務屋同士のやりとりであれば、今まで、我々も説明は受けてきているのです。だけ

れども、ヒラノ洋服店のところからだと、どうのこうのとか、全部は相互交通は難しいと

か、さまざまな段階を踏みながら、もうここ数年たっているのだよね。市はどうするの。

商工会からも、地元からも、その要望出ているのでしょう。今の県の説明、その整備部長

だか何だか来て、難しいと。都市計画を一旦しているから、それを変更するには全部ひっ

くり返さないといけないとか、そういう難しさがあるから、そこの部分だけ変更というふ

うな具合にはいかないということなのか、全部ひっくり返すというような、県のほうの考

えなのか、我々にはわからないのだけれども。 

 いずれにしても、もう市はギブアップなのかどうか。あるいは役所的にはもうやるとこ

ろまでやったと。あとは市長を先頭にして議会も巻き込んで、それから地域も巻き込んで

の政治的な要素も含めて、県に要請というか陳情とか、そういう動きの段階に持っていき

たいとか、何かの、それこそ方法を変えてをやろうとしているのか。今の説明聞くと、も

うこの問題はこれで終わりというふうに聞こえたのだよね。それあれば、俺はまずいと思

うのだよね。やはり一体、このアーケードもとったと、それからそこを相互交通にして賑

わいを取り戻すと、一体的な計画のもとに進んできたはずなのだよね。それ一方のその相

互交通を諦めるような感じだと、これはよくないと思います。そこは我々も議会と市と一

体になっての行動というのは、まだ残されているのではないかと思っているのです。 

 ですから、諦めるような県の説明に、わかりましたと、理解を１００％示すような答弁

だと、全く事務屋的な問題で、我々が何回もこういうふうな会議したのが生きていないと

思う。その辺についてどう思っている。副市長。 

米田副市長：先ほど県道整備部長の回答を報告申し上げましたが、それに対しての回答は

してございません。現在、一方通行に関して事務レベルでのいろいろな問題点の洗いざら

し、その組織をつくる段階でございます。もしかしたら、まだ報告はないのですけれど

も、組織ができているかもしれません。その積み重ねをどんどん上げていって、それとも

う一つ、都市計画マスタープランの、今度新規の事業に着手しますので、その中に県の担

当者も入り込んで、一方通行になれるかどうかも検討していきたいと思って、一方通行に

関しては、先般、商工会のほうからちょっと視点を変えた要望がございました。一方通行

をしていただきたいと、これまでは商店街の活性化のためにという理由づけでしたが、現

在の理由づけは、もう１本、仲良し公園側の道路、あそこに非常に交通量が増してきて、

事故が多いと、接触事故が多いと、それを解消するためにベースのほうから出てきた車が
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右に曲がれるように、双方向にしてほしいという要望が出されております。済みません、

商工会ではなくて交通安全協会のほうから出て、商工会と交通安全協会で連盟で要望が出

されております。その考え方に我々も賛同しております。 

 現在、さまざまな、先ほど御披露申し上げましたような委員会を立ち上げたり、あと県

道整備部の部長さん、それと特に一方通行につきましては、連携部長さんが御指導してく

ださると。そういう話し合いを続けております。ぜひとも、どういう形でできるかわかり

ませんが、やってみたいと考えております。 

堤委員：今、ちょっとまた新しい話が出てきたのだけれども、そこの赤のれん、こっち側

のあそこの道路を拡幅すると。１本こっちというのは、どこなの。その前の話として、相

互交通については、前のとおりのスタンスで今もいるということでしょう。もう商工会で

は、相互交通をこの間まで要望していたけれども、一方通行でよいという話しになった

の。そこのところがちょっと。 

米田副市長：今までは相互交通を望んで、相互交通の理由として商店街の購買力の向上と

か、そういうのを目指して理由に上げてきたのですが、新しい陳情、要望に関しまして

は、もう１本内側の道路の交通量が多くて、非常に事故の危険性があるので、それを回避

するために双方向にしてほしいという要望に変わっております。 

 ベースのほうから出てきて、現在の一方通行のほうに曲がれない車が……。 

（「もうちょっと簡単に説明してくれない」と呼ぶ者あり） 

堤委員：今まで、１番の大きい通り、何て言うの、銀座通りというか、あれの相互交通に

してほしいという要望だったでしょう。一方通行を解除して、あそこ、双方向にしてほし

いという、商工会からも地元からも、市もそうだったでしょう。このスタンスは。それが

変わったの。同じなの。 

（「同じです」と呼ぶ者あり） 

堤委員：同じなの。そのほかに、今、交通事故がどうのこうのというのは、どこにもう１

本道路つくろうとしているの。 

米田副市長：ちょっと説明がよく伝わっていないと思いますが、理由付けを変えたという

ことです。一方通行を双方向にしたいという思いは同じですが。一方通行を双方向にした

いと。 

山本経済部長：今言ったように、双方向にするということは変わりないのですが、要望と

して。その理由付けとして、今までは、あそこの商店街を双方向にしなければ商店会の活

性化とか、そういうのに支障があるということだったのですけれども、その際に交通安全

の観点から厳しいという、公安委員会からの回答もあるものですから、先ほど言った、そ

のシティホテルの通り、細い通りですけれども、あそこは夕方、基地から出た車がかなり

通っているわけです。歩道がない中で。実際に事故も起こっているわけです。ですから、

あそこの交通安全上の安全を考えた場合に、むしろ中央通りと言いますか、今、一方通行

になっているところを双方向にしたほうが安全になるのですという理論で、今、交渉を進

めることにしているというところでございます。 

舩見委員：今言っていることは、その昔から言ってるの、今、先ほど、交通量の話だった

けれども、大体６時から７時半ぐらいがかなりの勢いで一方通行道路入るのです。１日の
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半分ぐらい、今だったら入っているのではないかな。帰りも本来は、双方向だったあの車

が入るのですけれども、結局一方通行のために、こっちに回る。例えば市役所通り。今の

部長が説明した。結果的にはそこで事故が起きていると。これ、一方通行の決めるとき

に、我々商店会のほうからも出た話なのです。本来、一方通行の方向決めるときには、駅

から外に向かうというのが大体のパターンで、三沢もたしか三沢駅から、駅から外に向

かったわけです。いわゆるこっち側。そうでなく、三沢の場合は、米軍基地の正門が駅な

んだと。商店街のほうで話した、それは利用するお客さんのほうから、そういう声が出

て、本来はそういうのを基準にするべきではなかったのかと。何回も、これ商工会を通じ

て話しているはずです。ところが、１回決めたことは、なかなか直らなくて、現在に至る

わけだけれども、結果的に、朝、ものすごいです。今の冬でも夏でも同じ台数が入るわけ

だから。ものすごいスピードですよ。やはり時間どおり入りたいために。そして大体７時

くらいというと、サクライさんの当たりまで渋滞です。簡単に門、くぐれないから。だか

ら一方通行、午前中、あそこは６時までかな、一方通行解除するまで、６時以降、あそ

こ、だーっと両方車いっぱいになるのです。 

 本来、帰りもそういう車が流れるはずなのだけれども、一方通行だから入れないために

台数が計算できないわけ。それが溢れて、こっちに交通事故の原因になっているというこ

とは、前々から話している話です。だから、中心市街地活性化法に基づいて、少なくても

道路だけは、一方通行解除できるような、あれしましょうという形に進んだのだけれど

も、いろいろなことがあった。ここで話しにくいことだから、しゃべらないけれども、そ

ういう結果、今に至っているわけです。そういうこと十分踏まえてやっていかないと、さ

らには今、あれです、もう線引かれたのですけれども、いわゆる米軍関係の避難道路、サ

クライさんのところから本町方面に向かっていく道路、線引いたわけですよね。どこでど

この担当かわからない。部長が１番わかるのかな。線引いて、今、調査していますよね。

いずれ、サクライさんのところも、あれ道路幅が狭くて、一中から来る道路が広いのに、

急に狭くなっているので、あそこ線路を横切ってまっすぐ花園町に道路をとおす計画が発

表されたわけですよね。我々、今すぐとは期待していませんけれども、いずれは米軍基地

を抱えているまちとしての線引きは大変よかったと、私は思っています。そういうことを

絡んでいる道路なので、ぜひ早めに、少なくてもそういうことの計画はきちんと出してい

かないと、誰も振り向かなくなるというか、三沢からどんどん離れていきますよ。そうい

うことをぜひお願いして、今までのデータも絶対あるはずですから。あれはできること、

早めに一方通行解除するのですよと、何の手を使ってでも、補助金もあってやるみたいな

話では、今までの時間が無駄になってしまっている感じです。ぜひ、自己財源できちんと

やりながら、今（音声不良）してでもいいから、やるということを発表してほしいのだ

と、これお願いしておきます。 

西村委員長：そのほかございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：では、ただいま、たくさんの御意見が出されました。ぜひとも、地域の方々

の思いを形にするためにも、また何よりも一般市民の方々の安全性という面からも、１日

も早く、この思いを形にしていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたし
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ます。 

 では、１件目は以上となります。 

 それでは次に、三沢市の都市計画概要についてであります。執行部の説明をお願いいた

します。 

 沼辺都市整備課長。 

沼辺都市整備課長：それでは、都市整備課の沼辺です。私から三沢市の都市計画について

の概要を御説明いたします。 

 資料の１ページ目をごらんください。 

 都市計画とは。 

 １、都市計画。都市は大勢の人が集まり、働き、学び、生活をする場所です。みんなが

快適で機能的な生活を営むためには、土地の使い方や建物の建て方の共通のルールを定

め、それをお互いに守っていかなければなりません。そして、都市で生活し、生産活動を

行うためには、道路や公園、下水道など、まちの機能を維持するための公共施設が必要で

す。土地利用や道路などの各種都市施設は、人口やまちの将来像、周囲の都市との関係な

どを考えて、あらかじめ計画を立て、それに従い、整備していく必要があります。さら

に、新しいまちをつくったり、都市基盤整備の遅れている市街地の再開発を行うことも必

要です。このようなまちづくりのルールを定め、個々のまちにあった計画を立て、実行し

ていくのが都市計画というものになります。 

 ２、都市計画法について。都市計画法において、都市計画の内容及び決定手続き、都市

計画制限、都市計画事業、そのほか都市計画に関し、必要な事項を定めることとなってお

り、都市計画法第２条では、農林漁業と調和を図りつつ、健康で文化的な都市生活及び機

能的な都市活動をすべきこと並びにこのために適正な制限のもとに土地の合理的な利用が

図られるべきことを基本理念として規定されております。 

 また、都市計画法第４条第１項において、都市計画とは都市の健全な発展と秩序を図る

ための土地利用、都市施設の整備及び再開発に関する計画を言います。 

 次に、２ページ目をごらんください。 

 こちらは都市計画の種類となります。 

 まちの根幹となるもので、土地利用に関する計画、都市施設の整備に関する計画、市街

地、開発事業に関する計画の３本の柱で構成され、さらに地区計画等の地区レベルの詳細

な計画を加え、都市の健全な発展と秩序ある整備を図るため、必要なものを定めることが

できます。 

 現在、三沢市で都市計画決定しているものは黄色で着色しているものになります。 

 まずは、土地利用に関する計画ですが、市街化区域及び市街化調整区域、地域地区な

ど、土地利用についての規制、誘導するための計画です。 

 その中の用途地域ですが、地域地区の中でも基本となるもので、土地利用計画に従い、

地域の性格を明確にした上で、住居系、商業系、工業系の各用途による建築物の規制及び

誘導を行い、住居環境の保護や商工業等の都市機能の維持、増進を図り、都市のあるべき

土地利用を実現するために定められています。 

 用途地域は１２種類に細分化されており、都市計画区域内において定めることとなって
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おります。用途が定められた地域では、建築基準法による建蔽率、容積率などの建築規制

がきめ細かく定められております。 

 三沢市では現在、９種類の用途地域を指定しております。 

 また、そのほか、特別用途地区、準防火地域がそれぞれ指定されております。 

 特別用途地区は、準工業地域全てについて、都市構造に影響を与える大規模集会施設の

立地を制限しております。 

 準防火地域については、市街地における火災の危険を防除するために定められている地

域であり、建築物の構造等により耐火化を図るために指定されております。 

 資料として添付しております縮小盤の三沢都市計画地図について、これらの指定エリア

をおおむね確認できますので、こちらもあわせてごらんください。 

 続きまして、都市施設に関する計画ですが、道路、公園、下水道など、都市にとって必

要な施設について定める計画です。 

 三沢市では、交通施設として都市計画道路２２路線、三沢市市営駐車場１箇所、公共級

地として都市計画公園１８箇所、三沢市墓地公園、供給または処理施設として三沢市公共

下水道、三沢市ごみ焼却場、三沢地区衛生センター、三沢市火葬場、三沢市食肉センター

が都市計画決定されております。 

 なお、都市計画道路におきまして、皆様も御存じのとおり、平成２９年３月３０日に千

代田トンネル、三沢大橋、春日台トンネルなどの中央町金矢線が供用され、今月６日には

中央町金矢線に十和田市方面から接続される春日台十和田線が供用開始となりました。 

 次に、市街地開発事業に関する計画ですが、土地区画整備事業、市街地再開発事業など

の事業について定める計画です。 

 三沢市においては、土地区画整備事業となります。 

 土地区画整備事業は、都市基盤が未整備な市街地や市街化の予想される区域を健全な市

街地にするため、施行区域内の権利者から土地の利用増進の範囲内で、必要な土地を公平

に提供してもらうことにより、道路、公園、河川、広場などの公共施設の整備を行うとと

もに、宅地の区画形状を整えるなど、地域全体の魅力価値の増進を行うもので、一体的、

総合的に整備する事業です。 

 これまでに三沢第一土地区画整備事業、岡三沢第一土地区画整備事業、中央町地区都市

再生土地区画整備事業が行われております。 

 次に、地区計画等ですが、地区ごとの特性に応じて定める詳細な計画で、必要な公共施

設と建築物等の土地利用制限を定めることができます。 

 三沢市の地区計画決定状況は、大町地区計画が決定されております。 

 以上が、三沢市の都市計画の種類となります。 

 次に、３ページ目をごらんください。 

 都市計画マスタープランについて説明いたします。 

 都市計画マスタープランは、市町村の都市計画に関する基本的な方針として、都市計画

法第１８条の２によって策定を義務づけられています。このマスタープランは、都市計画

の観点から見た長期的、総合的なまちづくりの施策として位置づけられています。 

 三沢市総合振興計画、青森県都市計画マスタープラン等を受けて時代の動向を検討し、
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市民の意見を反映させて都市づくりを進めていくものであります。 

 なお、この三沢市都市計画マスタープラン策定に当たっては、庁内組織である庁内検討

委員会で事務局案を検討し、市民参加組織であるまちづくりワークショップや学識経験者

や市民代表などからなる策定委員会での検討、提案を受け、計画づくりを行ったものであ

ります。 

 こちらの概要をまとめたものがお手元に配付しております概要盤となりますが、三沢市

の現状、市民意向や時代流暢などから本市の新たなまちづくりへの課題をまとめ、全体構

想として三沢市の将来像、将来都市構造、土地利用の基本方向と考え方などの基本方針を

示し、分野別方針、地域別構想、そして実現化方策の検討までをまとめております。 

 なお、都市計画マスタープランは都道府県と市町村が役割分担をしてたてる計画となっ

ており、県では青森県都市計画区域マスタープランとして県内の区域ごとに都市計画区域

の整備、開発及び保全の方針を定めております。 

 この区域マスタープランに即して三沢市都市計画マスタープランが定められます。 

 現在の三沢市都市計画マスタープランは、平成２３年３月に策定され、２０年後の平成

４２年を目標年地として設定してから、間もなく１０年を迎えます。 

 平成３０年度からは、都市計画マスタープランの上位計画となる新たな総合振興計画が

スタートします。 

 また、今年度の平成２９年度は、おおむね５年ごとに実施されている都市計画基礎調査

により、人口規模、産業人口の規模、市街地の面積、土地利用、交通量などの都市化の動

向を把握するための調査を行っております。 

 今後における社会情勢については、全国的な人口減少の時代に対応した都市づくり、自

治体経営が求められており、三沢市も例外ではありません。さらに、市街地内の空き家や

空き地、郊外における土地コントロールなど、さまざまな課題も生じております。 

 これらのことを踏まえ、おおむね中間年時を迎える都市計画マスタープランについて、

上位計画である新たな総合振興計画と整合を図りつつ、都市計画基礎調査の結果を踏まえ

ながら、今後の三沢市の都市政策を時代の状況、情勢に即したものとなるように、見直し

について検討してまいりたいと考えております。 

 以上で、説明を終わります。 

西村委員長：ありがとうございました。 

 ただいまの執行部の説明に対して、委員の皆様から御意見、御質問等ございますでしょ

うか。 

 舩見委員。 

舩見委員：この都市計画、基礎調査の結果を踏まえながら、それはいつ、どれくらいみて

いるのか、また、いつからいつまでで、できたのか、教えていただきたい。 

沼辺都市整備課長：この都市計画基礎調査は、都市計画法の中で、おおむね５年ごとに実

施するということで決められたもので、これは青森県が中心となって実施するものです

が、それに伴って三沢市が県より委託を受けて実施いたします。その内容が、今、先ほど

説明したとおり、人口規模や将来産業人口の規模、市街地の面積など、あと用途地域内の

用途などを総合的に調査いたしまして、それを、済みません、今年度、今現在、実施して
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おります。今年度、２９年度に業務委託として契約いたしまして、現在、実施しておりま

す。今現在、実施しております。５年ごとの実施ということで決まっておりまして、今年

度、三沢市では今年度、平成２９年度に実施しておりまして、平成３０年の３月に業務が

終了することとなっております。 

 以上です。 

舩見委員：今、県からのものが、県のものと三沢のものと三沢独自でやるのと別々なの

か。 

沼辺都市整備課長：県での調査の項目が、調査項目がありまして、その中に三沢市として

も必要な項目を加えまして、一体として調査を実施しているという形になります。調査が

実施しますと、県のほうへは、その調査の数値等の内容を報告すると。 

 以上です。 

舩見委員：振興計画、元は開発計画、今は振興計画、という形で１０年計画立てて、今

度、振興計画を新しいものにすると、いう風にしていたのですが、今までの１０年間の振

興計画を立てた進行状況などはどうなのか、教えていただきたい。 

沼辺都市整備課長：説明の中で振興計画は、この三沢市の総合振興計画という、三沢市の

都市計画の上位計画が三沢市振興計画ということになりまして、三沢市の都市計画は、そ

の計画に即した形で計画されています。ということで、何と言いますか、今後、来年度、

平成３０年度から新たな三沢市の総合振興計画がスタートするということで、その計画に

あわせた形で、今度、三沢市の都市計画マスタープランのほうも見直ししますということ

の意味で説明させていただきました。 

舩見委員：今までの進捗状況、という。 

西村委員長：進捗状況だそうです。マスタープランのということですよね。 

 舩見委員。 

舩見委員：今まで振興計画たてて、実施してきたと思うんですよね。そのなりゆき、そう

いう風な経過、次のプラン立てるために、今、基礎調査をしてるだろうし、そういうとこ

ろの段階を踏んで説明してほしい。こういう風だからこうなるというふうな、わかってい

るので、いいですから。 

沼辺都市整備課長：都市計画マスタープランにうたわれている都市計画事業の中、都市計

画事業といたしましては、都市計画道路の３３１、木崎野線の東側の未整備部分という道

路の整備及び３４３中央町金矢線、３４４春日台十和田線等の事業進捗というふうにうた

われていまして、その中の中央町金矢線及び春日台十和田線については、今年度、３月３

１日の開通が３４３の中央町金矢線で、１２月６日開通したのが春日台十和田線が事業と

しては進捗いたしております。 

西村委員長：舩見委員、よろしいですか。 

舩見委員：はい。でね、さっき例えば用途地域に絡んだことを、全体では本来は１２項目

に分けて、三沢では９項目に分類してそれぞれ、今のは道路とか、たぶん押さえているの

があると思うんで、その中でのこりゃこうだったというのがあるはずなので、そこの部分

を説明してほしいのですけど。 

沼辺都市整備課長：今、振興計画、済みません、マスタープランの中で、都市計画の中で
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今、今回、基礎調査を実施するという説明の中で、今現在、用途地域の状況も含めて、現

地調査を実施いたしております。その用途に、現在、用途を定めていますが、その用途を

定めている区域が実際、適切なエリアになっているのか、適切な状況になっているのかと

いうのを数値化して業務が終了します。それを、その後に検討いたしまして、今の用途の

エリアが正しく設定されているのか、また正しい用途になっているのかというのを今後、

その結果を踏まえて検討してまいります。もし、その現況が、今、私たちが定めている用

途と乖離しているとなれば、その用途の見直しの変更を、今後、実施していくということ

になります。 

 以上です。 

舩見委員：ちょっと整理してほしいんだけど。例えばその、振興計画立てたわけですよ。

用途地域のところで主要項目に分けて、分類していけば。例えば工業地域においてはのと

ころでそういうのがあったら教えてください。たぶん、食い違いがあると思う。 

西村委員長：そうですよね。一旦、整理しますか。 

 暫時休憩いたします。 

休憩 １４時５１分 

再開 １５時００分 

西村委員長：再開をいたします。 

 御意見、御質問等はよろしいでしょうか。 

 

 また改めて、後ほど、テーマとして。 

 では、またテーマのほうを設定させていただきたいと思います。 

 ２件目は以上となります。 

 なお、本日の委員会の所管事務調査につきましては、今定例会で委員長報告をすること

になりますが、この内容については、正副委員長に御一任いただきたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会します。 

 大変ありがとうございました。 

  

 

午後３時０２分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   西 村 盛 男   


